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二 めい/ \ の 表現 

傑れた 戯曲が 出ない。 新しい 俳優が 出ない。 適当な 

劇場がない。 日本 現代劇の 不振 を 嘆ず る もの、 きまり 

文句で ある。 

日本人の 現代 生活に は、 最も 「戯曲 的 雰囲気」 が 欠 

けて ゐる。 この ことに 誰か 気がついて ゐ るか。 

かう いふと、 いろいろな 劇的 事件 を 呼び 起して、 そ 

んな こと はない とい ふに 違 ひない。 

僕が、 こゝで 「戯曲 的 雰囲気」 と 云 ふの は、 実生活 

が 「めいめいの 表現」 によって 形造られ、 彩られ、 そ 



こから、 「生命の 韻律 的な 響き」 が 伝 へられる こと を 指 

すので ある。 

もの、 考へ 方、 感じ 方、 従って その 発表し 方に、 め 

いめいの 特色が あり、 工夫が あり、 命が あり、 而も、 

その 各が 統一 と 調和と を 保って ゐる とい ふこと である _ 

「御座な り」 と 「口上」 と 「紋切 型」 が、 実生活の 一 

部からで も 排除され た 時に、 そこに 「戯曲 的 雰囲気」 

が 生じる ので ある。 

劇作家 も 俳優 も、 言葉、 動作、 表情の 韻律 的 魅力に 

鈍感で ある 間 は、 断じて 近代劇の 舞台に 「芸術的 生命」 



つ たまで y ある。 作品 を さう い ふ 立場から のみ 見よう 

とする 傾向 を 僕 は 好まない と 云った ゾけ である。 

作品 を 批評して 作家の 人物評に 及ぶ こと は 必ずしも 

「ヘン」 ではない。 人物評の し 方に よると 「ヘン」 にな 

るので ある。 

「作品 は 面白い が 作者の 人物が どうも 頼りない」 とい 

ふくら ゐな こと は、 僕の 趣味に は 合 はない けれど、 ま 

あそれ ほど 咎め立て をし なくても い、 だら う。 それよ 

リも 或る 批評家が 或る 作家の 作品 を 褒めた のに 対して 

「かう いふ 作品に 感心す るの は 幼稚な 気がする」 とい 

ふやうな 言葉 は、 一 刀の 下に 両者 を 重ね 斬りに した 手 



並は鮮 かで は あるが、 苟も、 暄嘩 をす る 気で なければ 

迂闊に 口に は 出せない 文句で ある。 批評 をす る こと は 

暄嘩 をす る ことで はない の だから、 これな ど は、 僕に 

言 はせ ると、 ちと 「ヘン」 なので ある。 

どんな 暴言 を 吐いた 後で も、 平気で その 対 手と 談笑 

がで きるなら それ こそ、 全く 以て 不思議な 現象で ある _ 

わが 大日 本 帝国の 文壇 は 正に 三 河 万歳と 選ぶ ところ は 

ない。 
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